
 

論文内容の要旨 

 

スポーツ傷害は，単に身体的な傷害を与えるだけでなく，アスリートとしてのアイデンティティなど心

理的な喪失体験となることもあり，選手の心に傷跡を残す危険因子として捉えることができる（Evans，

2012）．一方で，受傷後のアスリートの心理的成長に関する研究も国内外で報告されている（McDonald 

and Hardy, 1990; 豊田，2006）．このように，アスリートにとって受傷は，様々な心理的問題を呈する

ストレスフルな体験または危機となるが故に，自己の成長を促す要因になる可能性があると考えられて

いる．  

困難な出来事からの成長を表す概念として，心的外傷後成長（Posttraumtic Growth; 以下 PTG と記

載）がある．PTGは，Tedeschi and Calhoun（1996）によると危機的な出来事や困難な経験における精

神的なもがき・闘いの結果生じるポジティブな心理的変容体験と定義されている．PTG で取り扱うトラ

ウマは，ストレス度の高い衝撃的な出来事とされており，心的外傷後ストレス障害（Posttraumatic Stress 

Disorder）を発生させるような出来事（自然災害，闘病，事故や怪我，戦争体験など）に限定していない
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点が特徴である（Tedeschi and Calhoun，2004）．アスリートにとって受傷は，様々な心理的問題を呈す

るストレス度の高い危機的体験となり得るため，受傷をきっかけにPTGを経験する者もいると考えられ，

それを支持する研究報告もある（中村・荒木，2016）．そこで本研究では，PTG の理論的枠組みを用い

て，受傷アスリートの⼼理サポートをする上での有益な基礎的知見を構築するための横断的・縦断的な

調査による検討を目的とした． 

まず研究 1では，スポーツ傷害に特化した PTG尺度（PTG Scale after an Athletic Injury: 以下 PTGS-

AIと略す）の開発とその尺度を用いて横断的調査を実施した．大学生アスリート 266名の内，高ストレ

スを示す基準（SUD の回答が 6 以上）を満たす 212 名（男性 135 名，女性 77 名）を分析対象とした．

探索的因子分析の結果，PTGS-AI において 4 因子 16 項目が抽出された．因子名は，チームメンバーと

の関係性，競技者としての心理的強さ，新たな可能性への取り組み，競技に向けた準備力の向上であっ

た．また内的整合性により信頼性が確認され，日本語版心的外傷後成長尺度との相関から，基準関連妥当

性が認められた．次に PTGの生起に影響を及ぼすとされている中核的信念の揺らぎと意図的熟考との関

連では，PTGS-AIの各下位尺度において異なる結果が得られた．そして，受傷時の主観的衝撃度の得点

と復帰までの期間が PTGS-AI に与える関連を検討した二要因分散分析の結果，交互作用が有意であっ

た．以上の結果から，PTGS-AI は，スポーツ傷害に特化した PTG を測定する上で有効な心理指標であ

り，中核的信念の揺らぎと意図的熟考が PTGS-AI の各下位尺度で異なる関係性のあることが示唆され

た．そして，受傷時の衝撃度と復帰までの期間が PTGの生起に関係することが明らかとなった． 

次に研究２では，合計 3 回に渡る縦断的調査のデータを用いて，性格特性のハーディネスとソーシャ

ルサポートがスポーツ傷害に特化した PTGに及ぼす影響について検討した．対象者はコンタクトスポー

ツの競技者であり，全国大会出場相当の競技レベルである大学生アスリート 235人(男性 168名，女性 67

名)であった．ハーディネスとソーシャルサポートの下位因子（道具・情報的サポート，情緒・所属的サ

ポート，評価的サポート）を独立変数とし，PTGS-AIの下位因子を従属変数とする階層的重回帰分析の

結果，まずソーシャルサポートの内，評価的サポートのみが正の関係性があった．またすべての因子にお

いてハーディネスの正の関係性が認められた．次にチームメンバーとの関係性と競技者としての心理的

強さではハーディネスと評価的サポートの交互作用が確認された．具体的には，ハーディネスの傾向が

高く，復帰にかけてチームメンバーから評価的サポートを受けていると PTG の得点が高くなっていた．

またハーディネスの傾向が低くても評価的サポートを受けていると PTG の得点が高くなることが確認

された．つまり，高ストレス下で健康を保てるような性格の傾向が低いアスリートであっても，受傷から

復帰にかけて周囲から受け入れてもらえているという実感があることで PTG を経験できる可能性があ

ると考えられる． 

以上をまとめると，スポーツ傷害をきっかけとした PTGは，チームメンバーとの関係性が肯定的に変

化することや心理的強さを獲得することに加え，プレースタイルや練習への取り組みの変化など競技者

としての成長が含まれていることが明らかとなった．さらに，受傷後に評価的サポートを受けることが

できる人間関係の構築をすることが心理的成長に繋がるという可能性が示唆された． 

 

 

 



審査結果の要旨 

 

（論文審査） 

 

本研究は，スポーツ傷害をきっかけとした心的外傷後成長（Posttraumatic Growth, 以下 PTG と記載）のメカニ

ズムを明らかにしようとしたものである．研究 1では，体育系大学の学生 266名（男性 168名，女性 98名）を対象

に質問紙調査を行い，スポーツ傷害に特化した PTG尺度（PTG Scale after an Athletic Injury, 以下 PTGS-AI と

記載）の開発を行った．探索的因子分析を施した結果，PTGS-AIにおいて 4因子 16項目が抽出され，信頼性な

らびに構成概念も妥当であることが確認された．特に，受傷時の主観的衝撃度の得点と復帰までの期間と PTG

得点との関連を検討した結果，復帰までの期間が短くても衝撃度が高い，あるいは，受傷時の衝撃度が低くても

復帰までの期間が長いと PTGが高くなることが分かった．次に研究２では，合計 3回に渡る縦断的調査のデータ

を用いて，性格特性であるハーディネスと環境要因であるソーシャルサポートがスポーツ傷害に特化した PTG に

及ぼす影響について検討した．全国大会出場相当の競技レベルである大学生アスリート 235人（男性 168名，女

性 67 名）を対象に質問紙調査を行い，得られたデータについて階層的重回帰分析を行った結果，ハーディネス

の傾向が高く，復帰にかけてチームメンバーから評価的サポートを受けていると PTG 得点が高くなり，ハーディネ

スの傾向が低くても評価的サポートを受けていると PTGの得点の高くなることが確認された．  

以上から，PTGS-AI の開発を通じてスポーツ傷害をきっかけとした PTG の特徴を検討した結果，チームメンバ

ーとの関係性の変化に加え，プレースタイルや練習への取り組みの変化など競技者としての成長を含んでいるこ

とが明らかとなった．さらに縦断的な検討からは，受傷後に評価的サポートを受けることができる人間関係の構築

をすることが心理的成長に繋がるという可能性が示唆された． 

論文審査の結果，スポーツ傷害に特化した PTG 尺度を開発し我が国の心理学研究において PTG の新たな

研究領域を開拓したこと，特に個人の性格要因と環境要因であるソーシャルサポートが PTG に与える影響を縦

断的に検討し，心理サポートの在り方に有益な知見を得たことが評価された． 

 

 

（最終試験） 

 

提出論文をもとに，関連する事柄および発表会での質疑に対する応答の内容を中心に，口頭試問を行った．

具体的には，①心理的成長とはどのような現象か，PTG 尺度はそれを正しく測定できているのか，また従来の

PTG 尺度と今回作成したスポーツ傷害に特化した PTG 尺度（PTGS-AI）との違いは何か，②研究の方法は妥当

か，具体的には大学生アスリートを対象とした理由，対照群として競技復帰しなかったアスリートとの比較が必要

ではないか，③その他研究の意義や限界・今後の展望を中心に質問した． 

その結果，①については，近接概念であるレジリエンスとの異同を論じながら，PTG の先行研究に基づき本研

究でも心理的成長を PTG 概念から操作的に定義しており，それに基づいてアスリートに特徴的な項目で構成さ

れる PTGS-AI が開発されたこと，また PTG 研究では，きっかけとなる出来事の客観的な重大さだけでなく，その

出来事によって本人がどの程度影響を受けたのかという主観性を考慮する必要性があると回答した．また②につ

いては，大学生アスリートの特徴および研究対象としての意義について述べた後，研究２では因果関連性を検討



するため，横断的な比較ではなく縦断的な調査に基づく階層的重回帰分析を用いた多変量解析を実施しており，

18 ヶ月に及ぶ調査を通じて交絡要因をできる限り統制するために多変量解析を用いたと回答した． 

そのほか，研究の意義，限界と課題についての質問にも的確な回答があり，提出された論文においても発表

会および口頭試問における質疑を反映して適切に修正がなされていることを確認した．また関連する事項につい

ても十分な回答がなされた．以上から，博士の学位授与の基準を満たしていると判断されたので，合格と判定し

た． 


